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ごあいさつ 
 

本日は，かごしま遺跡フォーラム２０２２「中津野遺跡と掘り出さ

れた南さつまの歴史と文化」にようこそお越しくださいました。 

このフォーラムは，鹿児島県立埋蔵文化財センター並びに鹿児島

県文化振興財団埋蔵文化財調査センターが，県内各地で行った発掘

調査の成果について，遺跡の歴史的意義や価値，新たな発見などを，

県民の皆様にわかりやすくご紹介することを目的としています。 

第９回目の今回は，令和３年３月に開通した国道 270 号宮崎バイ

パス工事に伴って，平成 18 年から平成 29 年度まで発掘調査を行っ

た「中津野遺跡」とその周辺をテーマに，国内最古級の弥生時代前期

後半（約 2,500 年前）の船の一部（舷側板）など，地域で掘り出され

た遺跡・遺物から南さつまの歴史的特性を明らかにしていきます。 

このフォーラムをきっかけとして，鹿児島県の歴史や文化を発掘

調査の成果から解明することの意義を理解いただき，地域の埋蔵文

化財保護に共感いただければ幸いです。 

最後になりましたが，フォーラム開催に当たり特段の御協力を賜

りました南さつま市教育委員会の皆様,調査に協力いただいた地域

の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

       令 和 ４ 年 ７ 月 ９ 日 

鹿児島県立埋蔵文化財センター        

所  長  中  原  一  成 
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縄文時代・弥生時代の中津野遺跡周辺 

 

本田道輝 

 

 いまから 50 年近く前になりますが、私は加世田に住み休日には万之瀬川下流域に広が

る台地や平野で遺跡や遺物を探して歩き回っていました。その際よく聞いた言葉は「こん

なもの（土器のかけら等）はこの辺ではどこにでもある」「こんなものがあるから何もでき

なくなる」でした。ご存知だと思いますが、遺跡は当時の人達が生活した跡であり、土器

等の遺物は生活する中で使った道具類です。どこにでもあるということは、この地域には

いろいろな時代に多くの人々が生活していたからにほかなりません。実は、この地域は鹿

児島県内でも有数の遺跡の密集地として知られています。この付近でどこにでもある状況

は、本当は県内のどの地域にでもある状況ではないのです。遺跡と現代の人々の生活との

共存はたしかに難しい面もありますが、この地にどのような人々が住み、どのような生活

をして地域の歴史が紡がれてきたのか、なぜその痕跡がほかの地域よりも多いのか、是非

遺跡が語る当時の出来事にも耳を傾けて欲しいものです。 

 短い時間ですので、私が担当する縄文時代・弥生時代に該当する遺跡から５遺跡を選び

適宜他の遺跡の状況も交えながら話を進めたいと思います。 

  

栫
かこい

ノ
の

原
はら

遺跡（加世田村原） 
村原の独立した台地上にあるこの遺跡は、昭和 49（1974）年地下げ中に発見され、以後

区画整理事業等に伴って何回か発掘調査が行われました。その結果、旧石器時代から戦国

時代にかけての長い時間利用された複合遺跡（時代の異なる遺跡が同一場所で上下に重な

って存在する）であることがわかっています。ただ、縄文時代で最も古い草創期の遺物や

遺構が発見されその重要性から平成 9（1997）年国の史跡に指定された地点を除けば、他

の地点は残念ながら調査後削平されて現在は残っていません。 

縄文時代草創期の遺跡は台地の北西部にあり、桜島の噴出物であるサツマ火山灰（最近

では約 12800 年前の噴出物と言われています）の下の層で発見されました。隆帯
りゅうたい

文
もん

土器

と呼ばれる土器や石器（磨製や打製の石斧・石鏃・磨石や敲石・石皿等）、その時期の遺構

としては集石や配石炉、燻製用施設と言われている煙道付炉穴等が発見されています。最

初期の土器や縄文時代的な石器で構成される遺物、大地につくり付けられた多種類の遺構

の出現は、遊動生活から定住生活への変化を示すものとされ、この遺跡では未発見ですが

竪穴住居址が発見された同時期の遺跡もあります。特徴的な石器として丸ノミ形石斧があ

り、その形状から抉ったり削ったりする道具で「栫ノ原型石斧」と呼ばれ、丸木舟の内面

を抉るための道具であったと考える研究者もいます。 

なお、隆帯文土器の全体の姿がわかる資料がこの遺跡の南西 4,5ｋｍ程にある志風頭
しかぜがしら

遺

跡（加世田内山田）から出土しました。以前は縄文時代草創期の土器であればごく小破片

でも博物館等の展示資料であったことを考えるとただ驚くばかりです。 
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栫ノ原遺跡や志風頭遺跡の資料は加世田郷土資料館（南さつま市民センター3 階）に展

示されています。 

 

阿多
あ た

貝塚（金峰町宮崎） 
阿多貝塚は金峰町に広がる平野部の南端、国道 270 号線沿いの台地端部にあります。こ

の場所は海岸から 4 ㎞近く離れているにもかかわらず貝殻が出るとして、古くから貝殻崎

とよばれていました。昭和 11（1936）年縄文時代の貝塚であることが確認され、出土した

縄文前期土器は阿多式土器と呼ばれていた時期もありましたが、のちに 轟
とどろき

貝塚
かいづか

（熊本県

宇土市宮庄町）を標式遺跡とする轟式土器の中に包括されました。昭和 53（1978）年確認

調査が行われ、出土遺物は南さつま市歴史交流館金峰に保管、展示されています。なお、

学術上きわめて価値の高い南九州を代表する縄文時代前期の貝塚として令和 2（2020）年

国指定史跡となりました。  

阿多貝塚では、ハマグリやマガキの堆積した層の中から、縄文時代前期前半の轟Ｂ式土

器（7000 年程前）とともにシカやイノシシの骨、骨角器（鏃や針状に加工されたもの）、

特徴的な形状の玦状
けつじょう

耳飾
みみかざり

（滑石や蛇紋岩等の加工しやすい石を扁平なドーナツ状にして

一か所に切れ目を入れたもの）等が出土しました。 

 縄文時代前期は、温暖化による海面上昇（縄文海進）がピークに達し、海岸線は今より

かなり内陸にあったことがわかっています。さらに、7300 年程前には薩摩半島南の海底火

山（鬼界カルデラ）が巨大噴火を起こして火砕流が発生しました。それは海を越えて瞬く

間に薩摩半島や大隅半島に到達し、うっそうとした森林が消え、かなりの年月を経てやっ

と草原として復活するという自然環境の激変があったこともわかっています。この鬼界カ

ルデラの噴出物は阿多貝塚でも貝層の下に確認され、この地も同様な状況であったことが

わかります。 

南九州では貝塚は数少なく、本来この地域の縄文人たちは木の実などの植物質食料を主

として生活し、海の資源はあまり利用していないようです。縄文前期に貝塚が作られるの

は、やっと草原地帯として復活した地域へ進出した縄文人たちの、海の資源への依存が強

かったことを示しているのでしょうし、この時期石鏃の数がきわだって多いのも、必死で

小動物を追い求めた証でしょう。そのような困難な生活環境の中でこの地域に住みついた

人々が残した遺跡の一つが阿多貝塚です。その後この地域には再び良好な縄文時代の遺跡

が形成され、活発な縄文人の活動が確認できますが、阿多貝塚を形成した人々はその先駆

けとなった人々といって良いでしょう。 

なお、阿多貝塚に隣接して同じ時期のブロック状の貝層を持つ上焼
かみやき

田
た

遺跡（金峰町宮崎）

や縄文時代中期の遺物が多く発見された堀川
ほりかわ

貝塚（金峰町宮崎）等が知られ、この地域は

県内では珍しく貝塚が密集する地域となっています。 

 

上加世田
う え か せ だ

遺跡（加世田川畑） 
栫ノ原遺跡と沖積低地を挟んで南西 800ｍ程の川畑の台地西端、南さつま市役所近くに

上加世田遺跡は立地します。昭和 43（1968）年地下げ中に遺跡は発見され、その後の宅地
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造成や加世田川の河川改修等により遺跡の大部分は発掘調査後失われてしまいましたが、

未調査のまま消えてしまった箇所も多いと思われます。 

発掘調査で注目されたのは遺跡の一角にみられる大きな楕円形の窪地状地形で、そこで

は鹿児島県で初めての明瞭な土偶、岩偶を始めとする軽石加工品、ヒスイ（後にクロム白

雲母と分析されました）の勾玉、管玉、小玉等の玉類、打製や磨製の石斧、石鏃、異形石

器等の石器類、上加世田式土器と命名された縄文時代後期末（3500 年程前）の大量の土器

群、点々と存在する焼土や灰が検出され、この場所で何らかの祭祀が行われていたと考え

られています。また、玉砥石や玉類に利用された石材の原石破片も発見され、この遺跡で

玉類の製作が行われていたことも明らかになりました。同じ石材の縄文玉類はその後大坪
おおつぼ

遺跡（出水市美里町）でも多量に見つかり、石材の原産地がどこなのか気になるところで

す。一方、軽石製岩偶は大正 9（1920）年小廻
こめぐり

遺跡（霧島市福山町小廻）で出土が報告さ

れたものの現物不明で謎とされてきましたが、上加世田遺跡での出土でやっとその実体が

明らかとなりました。その後柊
くぬぎ

原
ばる

貝塚（垂水市柊原）でも多量に見つかりましたが、その

分布域は現在のところほぼ鹿児島県内の本土域となっています。当時人々が何の目的でこ

れら岩偶を制作していたのか、少数の遺跡に集中的に出土する意味は何か等が今後の課題

になりそうです。 

また、遺跡発見の頃採集された双口土器（脚が付いたドーナツ形の器形に口が二か所あ

るという独特の形や文様を持った土器）やヒスイ製の獣形勾玉は九州では極めて珍しく、

今もって謎の遺物といえます。 

上加世田遺跡の遺物は、初期の調査の出土品は鹿児島県立埋蔵文化財センター（霧島市

国分上野原）に河口コレクションとして保管され、その後の調査の出土品は加世田郷土資

料館で見ることができます。 

 

高橋
たかはし

貝塚（金峰町高橋） 
阿多貝塚から北西方向 1km 程、平野部の南西端で吹上砂丘後背地の河岸段丘上に高橋

集落があり、集落南端の玉手神社境内に高橋貝塚は存在します。昭和 37・38（1962・1963）

年発掘調査が行われ、わが国で本格的に農耕が始まった頃（3000～2500 年程前の弥生時

代早期～前期）の南九州を代表する遺跡であることが明らかになりました。弥生時代に珍

しく貝塚をつくるのは、当時農耕だけでは生活できなかったからでしょうが、そのおかげ

でマガキを主とした大量の貝類や動物の骨（イノシシとシカが主）、骨角牙器（釣針や鏃、

垂飾など）に混じって、南の海にしか生息しないイモガイ、ゴホウラの貝輪（腕輪）やそ

の未製品、貝輪に不必要な除去部分を利用した道具などが発見されました（今日でも、こ

れら南海産貝輪の未製品や除去部分が本土で発見されているのは高橋貝塚だけです）。 

北部九州の弥生時代には、身分の高さを示す品物（威信財）の一つとして、厚手の貝で

作られた貝輪がありました。当初この貝輪の素材は九州沿岸の大型巻貝と考えられました

が、やがて南の海にしか生息しないゴホウラやイモガイであることが判明し、さらにそれ

らは沖縄本島や周辺の島々から運び出されていることも明らかとなっていきました。ここ

に、沖縄と北部九州を結ぶ南海産貝交易ルート（貝の道）が想定されるようになったので
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す。このルート上には、中継地の役割を果たした遺跡がいくつか存在した可能性が高いの

ですが、現在のところ本土で唯一確実な中継地としてあげられるのが高橋貝塚です。高橋

貝塚では地元の土器に混じって北部九州の土器や珍しく南島の土器が出土していますし、

集落の北端下
しも

小路
しょうじ

遺跡では、本来の分布域（福岡県西部から佐賀県、長崎県の一部から熊

本県北半部）から大きく離れて合口
あわせぐち

甕
かめ

棺
かん

墓
ぼ

（ゴホウラの貝輪をもつ）も発見されました。

これらも南海産貝交易に関係する遺物や遺構の可能性が高いと思われます。近年その近く

の高橋
たかはし

遺跡で弥生時代の木棺墓が検出され、また高橋貝塚から水田を隔てて東へ約 1km の

中津野台地先端の微高地、金峰中学校敷地に存在する弥生時代早期の下原
しもはら

遺跡（金峰町中

津野）では南九州では極めて珍しい朝鮮系無文土器と思われる壺形土器も出土し、この地

域は現在も南九州の弥生時代研究の上で目が離せない地域となっています。 

高橋貝塚・下小路遺跡の出土遺物は県立埋蔵文化財センターで河口コレクションとして

保管されていますが、その一部と主要な遺物のレプリカを南さつま市歴史交流館金峰で見

ることができます。また下原遺跡出土遺物は、県立埋蔵文化財センターで保管されていま

す。 

 

松木
ま つ き

薗
ぞの

遺跡（金峰町尾下）  
高橋貝塚から水田を隔てて東へ約 1km、田布施平野中央部に舌状に伸びる尾下台地の一

角に松木薗遺跡は存在します。昭和 50（1975）年畑の地下げによって大きな溝が発見さ

れ、その後紆余曲折を経ながら６回の発掘調査が実施されました。しかし、未調査のまま

地下げなどにより消えてしまった箇所も多いです。 

 松木薗遺跡に残る溝は、これまでのところシラス面まで削平された状態で検出され本来

の大きさが分かりませんが、1 回目の調査でわずかに残っていた削平前の本来の地層との

関係から大きさは幅 4～5ｍ、深さ 2.5～3ｍ以上と推定され、南九州最大規模の大溝であ

ることが分かっています。大溝の形状は断面Ｖ字形で、簡単には飛び越えられない幅と簡

単には登れない深さと角度を持ち、集落を防禦するための施設であった可能性が高いと思

われます。ただし、この大溝が集落を囲むのか、台地を横断して周辺地形と集落を切り離

しているのかまだはっきりとはしません。大溝が１ｍ程埋没した時点で大量の土器類が投

棄されていました。残りの良い場所では、大溝の東側から投棄されていることが分かって

いますので、集落は大溝の東側（金峰山側）に存在することが考えられます。出土土器は、

松木薗遺跡調査が始まる時点では南九州で不明瞭となっていた弥生時代後期（2000 年程

前）の土器であることが明らかとなり、松木薗式土器と命名されました。また、この土器

に混じって、東南部九州、中北部九州、瀬戸内方面の土器が出土し、この遺跡を形成した

人々がかなり広い地域と交流をもっていたこともわかりました。 

このように大規模な溝をもち広い地域と交流していたこの集落は、当時の地域拠点とな

る集落であったことが考えられます。弥生時代は一昔前の頃には平和な農村風景がイメー

ジされていましたが、遺跡の調査や研究の進展によって、集落の統合や地域の統合に伴っ

て戦いが起こっていた時代であったと考えられるようになってきました。おそらく松木薗

遺跡の大溝もそのような時代背景の中で構築されたものと考えられます。これまでの出土

4



遺物を見れば、高橋地区と松木薗遺跡を含む尾下地区はそれぞれに地域の弥生時代前半期

と後半期を担う集落が存在したように見え、緊張に伴い地域拠点となる集落がより内陸部

へ移動した可能性も考えられます。しかしこれまでの調査では遺跡の姿は垣間見えただけ

で、まだ分からないことだらけです。 

なお、出土遺物は南さつま市歴史交流館金峰に保管され一部が展示されています。 

 

高橋貝塚では、発掘調査で奄美・沖縄諸島に主たる分布域を持つ仲原
なかばる

式土器が出土し注

目されましたが、その後上加世田遺跡では大隅諸島に主たる分布域を持つ一
いっ

湊
そう

式土器が、

上水流
か み づ る

遺跡（金峰町花瀬）では仲原式土器の有文土器が、万之瀬
ま の せ

川
がわ

河床
かわどこ

遺跡（金峰町高橋）

では奄美・沖縄諸島に主たる分布域を持つ面
おも

縄
なわ

東洞
とうどう

式類似の土器や奄美諸島に主たる分布

域を持ついわゆる弥生系土器が報告され、量的には少ないながらも、他地域と比較すると

万之瀬川下流域には際立って南島由来の縄文時代や弥生時代の土器の出土例が増えつつあ

ります。すでに縄文時代前期土器（6000 年程前）には、確実に九州本土系の土器が南下し

て沖縄本島に到達しているのがわかっていますので（土器が動く背景には、当然人の動き

がある訳ですので）、頻繁ではないにしても縄文人達は丸木舟を駆使しながら奄美・沖縄諸

島まで動き回っていたと考えられます。この地域はその拠点の一つだったのかもしれませ

ん。弥生時代の南海産貝交易ルート（貝の道）も、これを利用する形で開拓された可能性

が高く、高橋貝塚がルートの中継点になっていることもそれと関係しての事でしょう。 

その他芝原
しばはら

遺跡（金峰町宮崎芝原）や隣接する渡
わたり

畑
ばた

遺跡（金峰町宮崎渡畑）では東日本

縄文文化と関わりがあると思われる足形土製品や西北九州の縄文漁労具といわれる組み合

わせ銛（鋸歯状尖頭器や鋸歯縁石器）が、同じく芝原遺跡の弥生時代遺物の中には北部九

州と関わりがある破鏡や小形仿製鏡の出土が報告されています。また諏訪前
す わ ま え

遺跡（金峰町

大野）では、西日本に点在して発見される龍が描かれた弥生終末期の土器が出土し注目さ

れています。 

ここまで述べてきましたように、この地域には日本各地との交流や交易を暗示する遺物

が散在しています。今回中
なか

津野
つ の

遺跡（金峰町中津野）で準構造船の舷側板が出土したとの

報に接し、私としては出土するべくして出土したとの感が強く、さらに今後交流・交易に

強く関係する資料がこの地域で発見され、縄文・弥生時代の交流・交易の実態が明らかに

なっていくことを期待したいと思います。 
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中津野遺跡周辺における古墳時代から古代の遺跡 

南さつま市教育委員会 新屋敷 久美子 

 
 南さつま市には、300 を超える埋蔵文化財包蔵地があ

り、考古学上重要な遺跡が数多く所在しています。今回

はそのなかでも、中津野遺跡周辺の古墳時代から古代の

主な遺跡を紹介します。 

１ 南下遺跡（写真１） 

 古墳時代が主体の遺跡であり、低湿地に所在していま

す。２条の杭列とともに木製品が多数出土しました。鹿

児島県で初めて出土した「ナスビ形」の鋤が、着柄した

状態で出土しており、当時の農耕や木製品を研究する上

でも貴重な資料になっています。また、他の鋤と合わせ

ると直柄に装着するタイプと曲柄に装着するタイプの大

きく２種類の方法があり、着柄タイプは東九州ルートか

らの伝播、曲柄タイプは西九州ルートの伝播と想定され

ています。 

２ 白糸原遺跡（写真２） 

 古墳時代と中世が主体の遺跡であり、古墳時代の竪穴

建物跡が19軒検出され、成川式土器が出土しました。成

川式土器の器種構成は、甕・壺・高坏・鉢・坩・𤭯・手捏

ね土器であり、高坏や坩の多くに丹塗りが施されていま

す。また、高坏については、内面にみられる使用痕や出

土量の多さから、日常的な使用が想定されています。 

３ 筆付遺跡（図２） 

 縄文時代中期～後期と古代主体が主体の遺跡であり、

低湿地に所在しています。古代は、溝状遺構が検出され、

土師器、須恵器などが出土しました。遺物の中には、ヘ

ラ書き土器や墨書土器といった文字が記された土器も出

土しており、ヘラ書き土器には「井」、墨書土器には「日

万」、「万」、「大」、「建」などが記されていました。 

４ 小中原遺跡（写真３） 

平安時代が主体の遺跡であり、掘⽴柱建物跡や⼟坑、
溝状遺構が検出され、⼟器、⽯器、鉄器、⻘銅器などの
遺物が⼤量に出⼟しました。墨書⼟器や刻書⼟器などが

図１ 中津野遺跡周辺遺跡位置図 

写真１ 南下遺跡出土遺物（鹿児島県埋

蔵文化財センター（2011）より） 
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出⼟しており、特に注⽬されるのは「阿多」と刻書さ
れた⼟器です。官衙的な性格が強い遺構・遺物が検出
されていることから、郡衙に関係がある遺跡と推定
されています。 
５ 山野原遺跡（図３） 

平安時代前期が主体の遺跡であり、掘立柱建物跡や土坑墓、祭祀に関する土坑、溝状遺構が検出され、

須恵器や土師器などが出土しました。墨書土器やヘラ書き土器も出土しており、「多井」、「三卜」、「良」な

どの文字が記されています。特に、「三卜」や「良」は祭祀的な性格をもっており、祭祀に関する土坑も検

出されていることから、何らかの祭祀行為がおこなわれていた可能性が高いことが指摘されています。ま

た、官衙的な性格が強い遺構・遺物が検出されていることから、在地の豪族の居住集落であった可能性が

指摘されています。 

【参考文献】 

鹿児島県立埋蔵文化財センター（1991）『小中原遺跡』、鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書57． 

鹿児島県立埋蔵文化財センター（2005）『白糸原遺跡』、鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書86． 

鹿児島県立埋蔵文化財センター（2011）『南下遺跡』、鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書157． 

金峰町教育委員会（1995）『山野原遺跡』、金峰町埋蔵文化財発掘調査報告書7． 

金峰町教育委員会（2004）『筆付遺跡』、金峰町埋蔵文化財発掘調査報告書17． 

写真２ 白糸原遺跡出土遺物（鹿児島県埋蔵文化財

センター（2005）より） 

写真３ 小中原遺跡出土遺物（鹿児島県埋蔵

文化財センター（1991）より） 

図２ 筆付遺跡出土遺物（金峰教育委員会

（2004）より） 

図３ 山野原遺跡出土遺物（金峰教育委員会

（1995）より） 
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中世～近世の中津野遺跡の周辺 

―中国の石造物と中津野遺跡出土ベトナム陶器に注目して― 

南さつま市教育委員会 橋口 亘 

 

 

中津野遺跡が立地する万之瀬川水系の一帯は、中世～近世の海外産の稀少な遺物が多数発見され

ている場所であり、古くから当該地域をめぐる対外交流の歴史が注目されています。 

今回は、数ある海外関係遺物のうち、万之瀬川水系流域における中国の石造物と、中津野遺跡か

ら出土したベトナム陶器について注目し、簡単に紹介を行います。 

 

 

１．万之瀬川水系流域における中国の石造物（薩摩塔・宋風獅子・中国製石仏） 

 

万之瀬川水系流域では、薩摩塔・宋風獅子・中国製石仏などが見つかっており（表１・図１）、こ

れらは中世前期頃における中国の石造物として、硫黄貿易等を背景とした当該地域における中国商

人らの活動によってもたらされたと考えられます（橋口2014b、橋口・松田2015）。 

南さつま市金峰町地域においては、万之瀬川河畔の芝原遺跡で薩摩塔の部材が発見されており、

詳細不明であった薩摩塔の頂部の造形が判明した実例として、薩摩塔に相輪形態の部位が存在する

ことを示す極めて重要な資料となっています（橋口・松田 2013b）。また、上宮寺跡（和多利神社）

では中国製石仏が確認されており、薩摩塔・宋風獅子以外の中国の石造物という意味で、当該地域

に流入した中国の石造物の多様性をうかがわせる資料です（橋口・松田2015）。 

 

２．中津野遺跡出土のベトナム陶器 

 

中津野遺跡では、ベトナム産とみられる焼締陶器が出土しています（図５）。長胴壺（長胴瓶）な

どと呼称される胴の長い焼締陶器の壺の破片です。 

ベトナム焼締陶器長胴壺については、中津野遺跡と同じ南さつま市金峰町内では、万之瀬川河畔

の上水流遺跡において出土例があります（鹿児島県立埋蔵文化財センター2008）。 

当該地域における対外交流等の歴史を考える上で、中津野遺跡出土のベトナム焼締陶器長胴壺は、

内容物のことなどを含め、たいへん興味深い資料と言えます。 

 

 

今回皆さんに紹介した中国の石造物や中津野遺跡出土ベトナム陶器などから見ても、それぞれの

時代において、中津野遺跡が所在する万之瀬川水系流域の一帯はもとより、薩摩、九州南部の地が

歩んできた「海に開かれた歴史」がうかがえるのです。 
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 ※表１及び図１：橋口2017より 

13



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図２：橋口2017より 

※図３：橋口2013bより（図版番号は改変） 

※図４：橋口2017より 
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図５ 中津野遺跡出土のベトナム焼締陶器長胴壺ほか 
 
実測図引用：鹿児島県立埋蔵文化財センター（報告書記載の編著者氏名は鮫島えりな・倉元良
文・湯場﨑辰巳）2022『中津野遺跡 低地部・低湿地部編 第１分冊』鹿児島県立埋蔵文化財セ
ンター発掘調査報告書(217) 鹿児島県立埋蔵文化財センター 56頁より 
※（遺物名称と年代観は加筆） 

中津野遺跡出土の 

ベトナム焼締陶器長胴壺の写真 
 
※資料の熟覧と写真撮影にあたっては、鹿
児島県立埋蔵文化財センターの関明恵氏を
はじめとする皆様方の御協力を得ました。 
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中津野遺跡の発掘調査成果〜最古級の舷側板など〜

鹿児島県立埋蔵文化財センター　鮫島　えりな

１　はじめに

　中津野遺跡は，南さつま市金峰町に所在し，金

峰山地中岳の北西麓から延びる標高約 30 ｍの舌状

台地（中津野台地）上と境川の氾濫により形成さ

れた沖積地に立地しております。地形によって舌

状台地上の台地部と沖積地の微高地にある低地部

と水田が広がる低湿地部の３つの地点に分けるこ

とができます。

　中津野遺跡は，昭和 25 年に河口貞徳氏が発掘調

査を行い出土した土器が弥生時代終末に位置づけ

られた「中津野式土器」の標式遺跡として知られて

おります。河口氏の調査地点から約 400 ｍ西側を

国道 270 号（宮﨑バイパス）改築工事に伴い，平

成 18 年度～ 21 年度，25 年度～ 29 年度の９年間に

わたり発掘調査が行われました。その結果，旧石器時代～近世に及ぶ多くの遺構・遺物が確認されま

した。そして平成 24・26・30 年度～令和３年度の６年間にわたり整理作業を行いました。これらの成

果を発掘調査報告書として令和元年度に「台地部編」，令和３年度に「低地部・低湿地部編　第１・２

分冊」を刊行しました。この令和４年８月に「低地部・低湿地部編　第３分冊」を刊行し，国道 270

号（宮崎バイパス）改築工事に伴うすべての事業が終了する予定です。

　今回は，特に遺構・遺物が多く発見された低地部・低湿地部の成果を中心に，古代～近世（約 1200

年前～ 200 年前），弥生時代～古墳時代（約 2700 年前～ 1600 年前），縄文時代後期（約 4000 年前）の

調査成果を紹介します。特に，令和３年４月に記者発表をおこなった弥生時代前期（約 2500 年前）の

国内最古級の舷側板（準構造船の部材）について報告します。

中津野

南下

小中原

高橋貝塚

筆付

田布施

尾下

阿多貝塚

西立石原

上焼田

立野原

市薗

白糸原

上花立

下堀
天神原

上
川
原

持躰松

松田南

高橋

貝曲

上床城跡

亀ヶ城跡

宮
の
前

三反田

NN

図１　中津野遺跡位置図（S=1/50,000）

写真２　国道 270 号（宮﨑バイパス）上空写真写真１　遠景（東から野間岳を望む）
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低地（15 ～ 29 区） 低湿地（11 ～ 15 区） 低湿地（2～ 11 区）

Ⅰ 表土 Ⅰ 表土 Ⅰ 表土

Ⅱ 暗褐色～黒色土
近世～

弥生時代
Ⅱ 黒褐色土

近世～

弥生時代

Ⅱ a 灰～暗灰色粘質土
近世～

古墳時代

Ⅱ b 泥炭層
古墳～

弥生時代

Ⅱ c 青灰色土

Ⅲ 茶褐色～黒色土 縄文時代後期
Ⅲ a 黒褐色粘質土 縄文時代後期

Ⅲ 泥炭層
Ⅲ b 黒褐色砂質土 縄文時代後期

Ⅳ a

黄橙色火山灰土 

( アカホヤ二次堆

積土 )

縄文時代後期

Ⅳ

灰黄褐色～にぶい

黄橙色土 (シルト

質 ) 

アカホヤ火山灰Ⅳ b
黄橙色火山灰土 

（アカホヤ火山灰）

Ⅴ 褐色土 Ⅴ オリーブ褐色土

Ⅵ
黒褐色土＋暗褐色

土
Ⅵ 黒褐色土

Ⅶ 橙色土

Ⅷ シラス堆積

※　塗りは包含層

表１　層位

主な時代 主要な遺構 主要な遺物

縄文前期 土器（曽畑式）

縄文中期 土器（深浦式・春日式）

縄文後期

集石２基・土坑３基・埋設土器１基・遺物集中（土

器９・石器１）・軽石加工１基

土器（南福寺式・出水式・指宿系・磨消系・小池原上層式・ 

　　　鐘崎式・市来系・丸尾式・北久根山式・西平式） 

石器（石鏃・石匙・スクレイパー・擦切石器・異形石器・ 

　　　　打製石斧・磨製石斧・磨石・敲石・石皿） 

軽石製品・円盤状土製品

縄文晩期 土器（黒川式・突帯文）

弥生時代

竪穴住居跡５基，土坑 17 基， 

集積１基，溝状遺構１条　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

土器（夜臼式・刻目突帯文系・板付式系統・高橋式・入来式・

黒髪式・須玖式・免田式・中津野式） 

石器（石鏃・石包丁・打製石斧・磨製石斧・磨石） 

管玉 

木製品（農具・ハシゴ・舷側板）

古墳時代 溝状遺構１条 土器（中津野式～東原式）・木製品（鳥形・柄等）

古代 土師器 ･須恵器・木製品（柄・曲物）

中世

〈低地部〉 

掘立柱建物跡７棟・柱穴５基・ピット 1019 基・

土坑 13 基・溝状遺構 19 条・炉跡２基 

〈低湿地部〉 

足跡３か所・道跡（敷粗朶，暗渠，杭群等）

輸入陶磁器（白磁・青磁・青白磁・青花） 

陶器（古瀬戸・備前焼・常滑焼）・須恵器（東播系・樺万丈系） 

土師器・古銭・滑石製品・木製品（杭・曲物）

近世 磁器（肥前系・在地）・陶器（薩摩焼）・寛永通宝

表２　調査成果（低地・低湿地部）

写真３　Ｅｰ 19 ～ 21 区 写真５　Ｆ－ 10 区写真４　Ｅｰ 13 区
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２　古代～近世（約 1200 年前～ 200 年前）

　古代～近世の遺構・遺物はⅡ層

で確認され，掘立柱建物跡や炉跡，

土坑，溝状遺構，土木遺構などの

遺構が検出され，遺物は，古代で

は土師器や須恵器，木製品などが

出土し，中世では白磁や青磁，青

花などの中国からの輸入陶磁器が

主体を占め，備前焼や常滑焼など

の国産陶器や土師器，中世須恵器，

木製品などが出土し，近世では薩

摩焼や肥前系磁器などの陶磁器な

どが出土しました。

　遺構では特に低湿地部において大量の杭や丸木，板材，枝葉などの木材を使用して構築した大規模な

土木遺構が検出され，それに伴う可能性のある当時の人々の足跡なども検出されました。土木遺構は古

代～近世（11 世紀～ 17 世紀代）の道跡と考えられ，脆弱な地盤であった場所に大量の杭を打ち込み，

板材や丸木，枝葉などを敷き詰めて地盤改良を行った痕跡だと考えられます。数千本の杭が出土したこ

とから，かなり大規模な土木工事だと考えられ，当時の人々がこの場所に道路を通したいという強い思

いが感じられました。

図２　中近世遺構配置図（足跡・土木遺構等）

写真６　土木遺構出土状況１ 写真７　土木遺構出土状況２
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３　弥生時代～古墳時代（約 2600 年前～ 1600 年前）

　弥生時代～古墳時代の遺構・遺物は低地部のⅡ層及び低湿地部のⅡｂ層で確認されました。古墳時代

は溝状遺構１条を検出し，その中には多くの中津野式土器が出土しました。弥生時代は低地部において

竪穴建物跡や土坑，集石などが検出され，多くの土器や石器が出土し，低湿地部からは少量の土器や石

器と農具や梯子，船の部材などの木製品が約 1000 点出土しました。

（１）　古墳時代

　古墳時代は低地部の南端において溝状遺構が１条検出されました。その溝状遺構の北側に遺物集中が

広がっていました。その遺物集中からは甕形土器や壺形土器，鉢形土器，高坏などが含まれ，接合する

と口縁部～底部までほぼ完全な形に復元することができました。これらは全て中津野式土器に該当しま

すが，昭和 25 年に河口貞徳氏が発掘調査を行った台地上の中津野遺跡出土の中津野式土器よりもやや

古い土器群と考えられます。

（２）　弥生時代

　ア　低地部

　弥生時代は低地部において竪穴建物や土坑，集

石などの遺構が検出され，包含層であるⅡ層から

は土器や石器が出土しました。低地部の遺構から

出土した土器や包含層から出土した土器はほぼ弥

生時代前期前半～中期前半に含まれていました。

　イ　低湿地部

　低湿地部では遺構は検出されませんでしたが，

およそ 30 ｍ× 40 ｍの範囲で木製品集中部が見ら

れました。ここからは鍬や鋤，柄といった農具や

図３　溝状遺構 20 号出土状況 写真８　溝状遺構 20 号出土中津野式土器

写真９　木製品集中部しがらみ状出土状況
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小型の梯子，船の部材である舷側板，板材や丸

木などの部材などが約 1,000 点出土しました。

これらの木製品は年代測定を行った結果，弥生

時代前期～弥生時代中期に集中しています。特

に船（準構造船）の部材である舷側板は弥生時

代前期後半（約 2,500 年前）に相当し，これは

準構造船の部材としては日本最古級ということ

がわかりました。

　木製品集中部には複数の直線や曲線を描く出

土状況や井堰状に組み合ったところもあり，こ

れらは水田の畦畔である可能性があります。

（３）　舷側板

　ア　舷側板について

　舷側板は低湿地部の木製品集中部の東側，標

高 5.09 ｍから出土しました。大きさは最大幅

30cm，最大長 272cm，最大厚５cm を測り，外面

には２～３cm 幅のチョウナ痕が明瞭に残りま

すが，内面は細かい調整痕はあまり見られませ

ん。また，楕円形や方形の穿孔が 15 か所，方

形の切り込みが６か所見られ，最大幅をもつ

外面には段を作り，切り込み側の内面は斜め

に面取りがみられます。樹種はカヤで，年代

測定の結果では一番新しいもので弥生時代前

期後半に該当する紀元前５世紀～４世紀の値

が出ております。これは，これまで出土した

最古級の準構造船の部材（弥生時代前期末～

中期前半に該当）よりも古く，国内最古級と

考えられます。

図４　木製品集中出土状況

写真 10　舷側板出土状況 写真 11　舷側板
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※　古代の舟の種類について

・丸木舟 （刳舟） …丸木をくり貫いて造った舟。

・ 準構造船…刳舟に舷側板などを付け足して舟の幅を大きくした舟。

・ 構造船…板材などの木材を組み合わせて造る船。近世の北廻船など。

図６　準構造船模式図

図５　船の構造模式図（図：守山市教育委員会）

※　下長遺跡 HP（http://shimonaga-iseki.yayoiken.jp/n-fune.html）より引用

図７　舷側板実測図
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　イ　舷側板の使用方法と準構造船の復元

　出土した舷側板には丁寧な調整を行う面と粗い調整のままの面があり，実際に舟として使用していた

時は丁寧な調整が残る面を舟の外側にし，空気の抵抗を少なくしていたと考えています。また，舷側板

の上下については穿孔が多い面を下にして，刳船と繋いでいたものと考えられます。また，舷側板の一

番幅の広い部分の外面にある段は，この段を利用してもう１枚の舷側板を接いでいたと考えられるので，

その逆側の幅の細い部分には船首と接続していたものと想定されます。

　以上のことから，出土した舷側板は，左舷に取り付けられた舷側板と想定されます。さらに，前に舟

先の別材（舳先），後ろにもう一枚舷側板が付くと推定され，全長７～８ｍの大型の舟となると思われ

ます。このことから，全長７ｍを越える船が河川や海を通航して他地域と交流を行っていた情景が想起

されます。

４　縄文時代後期（約 4000 年前）

　縄文時代後期はⅢ層において土坑や集石，遺物集中が

検出され，口縁部の破片数だけで１万点を超える大量の

土器や石器が出土しました。特に低湿地部から大量の土

器や石器が集中して出土しました。土器は縄文時代後期

前半～中葉の土器型式である指宿式土器と松山式土器，

市来式土器が主体を占め，他に後期初頭の出水式土器及

び宮ノ迫式土器，福田Ｋ２式や後期中葉の小池原上層式

及び鐘崎式，丸尾式などが出土しました。また，他地域

からの搬入品と考えられる磨消縄文系土器（福田Ｋ２式・

小池原式・鐘崎式など）は各時代に併行する土器型式が

出土しており，これらの磨消縄文系土器と在地の土器の

折衷系と考えられる土器も少数出土しており，他地域と

の交流の一端を垣間見ることができます。

図８　舷側板使用方法復元案

写真 12　縄文土器出土状況
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５　おわりに

　中津野遺跡は遺跡から西に約５km 行くと東シナ海を臨み，また二級河川である万之瀬川という大き

な河川からも約２km と近い立地環境にあります。中世には低湿地部において大規模な土木工事が行わ

れ，そこを道路として利用し，境川を渡る主要なルートであった可能性があります。また，弥生時代には，

７ｍを越える準構造船を使用して高橋貝塚を拠点とした河川や東シナ海を通る海上交通の要所となって

いた可能性が考えられます。このように中津野遺跡周辺は各時代を通して交流・交易・交通の要所であっ

たと考えられることから，近隣からはさらに多くの遺構や遺物が出土する可能性があり，特に弥生時代

の舟が出土する可能性も考えられます。今後は，今回の発掘調査で検出・出土した遺構・遺物が，中津

野遺跡周辺の歴史をさらに深掘りして，金峰や南薩地域の歴史をひもとく一助となればと思います。

【参考・引用文献】

東広島市出土文化財管理センター編　2017「平成 29 年度出土文化財企画展　弥生時代の船と交易品」　

東広島市教育委員会

柴田昌児 2017「準構造船考」　『考古学研究会岡山６月例会』発表資料

柴田昌児 2013「古代瀬戸内海における海上活動に関する一試論」　『みずほ別冊　弥生研究の群像』大

阪弥生文化の会

写真 13　縄文時代後期の土器（左：指宿式，右：松山式・市来式）
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 令和４年度 発掘調査予定遺跡

　埋蔵文化財センターでは，県内各地で発掘調査を行っており，

その様子を見学することができます。見学を希望される場合は，

県立埋蔵文化財センターか公益財団法人鹿児島県文化振興財団

埋蔵文化財調査センター，市町村教育委員会にお問い合わせく

ださい。

県立埋蔵文化財センターが調査する遺跡
(公財)埋蔵文化財調査センターが調査する遺跡
市町村教育委員会が行う調査で県立埋蔵文化財
センターが支援する遺跡
※【　】内は，調査期間(予定)です。見学に行かれる際
  は，事前に各担当組織にご確認ください。

▲

▲

▲▲

▲

▲

【５～10月】

【６～１月】

【12～２月】

【６～１月】

【10～１月】

【６月】

【未定】

【５～１月】　

【５～１月】　

【５～２月】

カ子ンテA遺跡ほか

唐仁古墳群

照信院跡

立塚遺跡

六反ヶ丸遺跡

湯向集落遺跡

与論城跡

世之主の墓ほか

世之主の城跡

知名町の古墓 上畠遺跡

虎居城跡

名主原遺跡

二子塚Ｂ遺跡

北山遺跡

新城跡

野首遺跡ほか

岡崎古墳群

大朝戸遺跡ほか

萩ヶ峰A・Ｂ，白水B，山ノ上A遺跡

とうじんこふんぐん

しょうしんいんあと

たちづか

ろくたんがまる

ゆむぎしゅうらく

よろんぐすくあと

よ の ぬ し はか

よ の ぬ し しろあと

こ　ぼちなちょう ういばって

とらいじょうあと

みょうずばる

ふたごづか

きたやま

しんじょうあと

のくび

お お あ さ と

おかざきこふんぐん

しろみず やまのうえはぎがみね
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